
北海道乗馬連盟会則 

 

                                               昭和２９（１９５４）年５月１５日規約制定 

                                               昭和５１（１９７６）年４月１日改定・会則 

                                               昭和５７（１９８２）年４月４日改定                                                   

平成１２（２０００）年４月２３日改定                                                   

平成１４（２００２）年４月２１日一部改定 

令和５（２０２３）年４月２３日一部改訂 

 

第 １ 章  総  則 

 

（名称）                                     

第１条 この連盟は、北海道乗馬連盟(Hokkaido Equestrian Federation:HEF)（以下「道馬連」とい  う。）と

いう。                           

                                             

（事務局）                                   

第２条 この連盟は事務局を札幌市内に置く。   

                                             

 

第 ２ 章  目的及び事業 

                                             

（目的）                                     

第３条  

１．この連盟は、北海道における乗馬家及び乗馬団体相互間の連絡提携と親睦の場となり、 馬術に関する

諸行事の実施とその普及向上を図ることにより、北海道の健全なるスポーツと文 化の発展に寄与するこ

とを目的とする。                                       

２．この連盟は、公益社団法人日本馬術連盟（以下「日馬連」という。）及び公益財団法人北海道スポーツ

協会 （以下「道スポ協」という。）に加盟し、その事業の遂行に参画する。                   

                                             

（事業）                                     

第４条 この連盟は、前条の目的を達成するため次の各号に掲げる事業を行う。             

（１） 馬術に関する講習会及び講演会の開催   

（２） 地域乗馬の普及・促進及び乗馬団体の育成・指導                             

（３） 馬術競技会の開催                     

（４） 乗馬の増加並びに乗馬施設の拡充推進   

（５） 乗馬関係情報の会員への連絡及び取りまとめ                                 

（６） 日馬連及び道スポ協から委任される事務及び事業                               

（７） その他、この連盟の目的達成のために必要な事業                             

                                             

 

第 ３ 章  会  員 

                                             

（会員の種別）                               

第５条 この連盟の会員は、次のとおりとする。  

（１） 正会員は団体会員とし、北海道内に住所、居所を有する乗馬団体とする。団体に所属する乗馬家 

或いは個人は準会員とする。                                 

（２） 賛助会員は、この連盟の目的に賛同し、事業を賛助する個人または団体とする。  

（３） 名誉会員は、この連盟の管理・運営に著しく貢献した個人または団体とする。   

 

（入会）                                     

第６条 この連盟の正会員として入会を希望する者は、入会申込書を提出し、理事会の承認を受けなければ

ならない。また、賛助会員及び名誉会員は会長が理事会に諮って推挙する。  

 



（会費及び入会金）                           

第７条 この連盟の正会員は、総会の決議によって定められた年会費を、毎年４月に納めなければならな

い。但し、新入会者は入会と同時に入会金及びその年度の会費を全額納めるものとする。                               

                                             

（資格の喪失）                               

第８条 この連盟の会員は、次の各号の１に該当するときは、その資格を喪失する。         

（１） 団体が解散したとき                   

（２） 退会を申し出て承認されたとき         

（３） 除名されたとき                       

                                             

２ 前項第３号の除名は、会員が次の各号の１に該当するときに、会長が理事会に諮り、これを 執り行う

ことができる。                 

（１） 会費を滞納したとき                   

（２） 会員としての義務に違反したとき       

（３） この連盟の名誉を傷つけたとき         

（４）  この連盟の目的に違反する行為のあったとき                                 

                                             

 

第 ４ 章  役員及び職員 

                                             

（役員）                                     

第９条  

１．この連盟は、次の役員を置く。         

（１） 理    事   １５名以上２０名以内               

（２） 監    事   ２名 

２．理事のうち１名を会長、１名を理事長、１名を専務理事とする。 

３．前項 

                                    

(役員の選任)                                 

第１０条  

１．この連盟の理事及び監事は総会において選任する。                       

２．会長、副会長、理事長、専務理事は、理事会において、理事の互選のより定める。                                     

         

（役員の職務）                               

第１１条 この連盟の役員の職務は、次のとおりとする。                                 

（１） 会長は、この連盟を代表し、この連盟の業務を総理し、総会、役員会及び理事会の議長を務める。                     

（２） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、または、欠けたときは会長があらかじめ指名した

順序によって、その職務を代行する。                       

（３） 理事長は、会長及び副会長を補佐し、総会、理事会で決議した事項を処理し、また、会長、副会長

共に事故あるときは、その職務を代行する。                   

（４） 専務理事は、理事長を補佐し、事務局事務を総轄する。                       

（５） 理事は、理事会を組織し、この会則に定めるもののほか、この連盟の総会の権限に属せしめられた

事項以外の事項を決議し、処理する。また、総会に付議する事項を審議決定する。                   

（６） 監事は、この連盟の業務及び会計について監査する。                        

                

（顧問及び参与）                             

第１２条 この連盟に、次により顧問及び参与を各々若干名おくことができる。            

（１） 顧問及び参与は、会長が理事会に諮って、これを委嘱する。                   

（２） 顧問は、この連盟の業務遂行上重要な事項に関して、会長の諮問に答え、また、会長に意見を述べ

ることができる。       

（３） 参与は、この連盟の業務上重要な事項に参画する。                           

           

                                   



（役員の任期）                               

第１３条  

１．この連盟の役員の任期は２年間とし、再選は妨げない。                           

２．補欠または増員により選任された役員の任期は、現在者（または前任者）の残任期間とする。                                     

３．役員は、その任期満了後でも、後任者が就任するまでは、なお、その職務を行う。       

４．役員は、この連盟の役員として相応しくない行為のあった場合、または、特別の事情がある場合には、

その任期中にあっても、総会及び理事会の決議により、会長がこれを解任すること ができる。                         

                                             

（役員の報酬）                               

第１４条 この連盟の役員は無報酬とするが、常勤の役員を置いた場合、総会の決議により、報酬を支払う

ことができる。                 

  

（職員）                                     

第１５条  

１．この連盟の事務を処理するため、職員を置くことができる。                     

２．職員は、会長がこれを任免するものとする。  

３．職員の服務及び給与は、会長が理事会に諮ってこれを決定する。                       

 

 

第 ５ 章   会   議 

                                             

（総会）                                     

第１６条  

１．この連盟の総会は、役員、正会員（団体の会長または会長が委任する者）、賛助会員及び名誉会員を持

って構成する。             

２．通常総会は、毎年１回、会計年度終了後６０日以内に会長が召集する。               

３．臨時総会は、会長が必要と認めたときは、いつでも召集することができる。             

４．会長は、会員現在数の１０分の１以上から会議に付議すべき事項を示して、総会の招集を請求された場

合には、その請求のあった日から２０日以内に臨時総会を招集しなければならない。                                 

５．準会員は、任意に総会に出席することが出来る。                                     

                                             

（総会の成立）                               

第１７条 この連盟の総会は、正会員の２分の１以上の出席をもって成立する。ただし、当該議 事につき

書面をもって、あらかじめ意思表示があったものは、出席者と見なす。       

                                             

（総会の付議事項）                           

第１８条 この連盟の通常総会においては、次の事項を審議決定する。                     

（１） 役員の選任                           

（２） 事業計画及び収支予算並びに事業報告及び収支決算                           

（３） 会費及び入会金の改定                 

（４） 会則の制定及び改廃                   

（５） この連盟の解散                       

（６） その他理事会で決定した事項           

                                             

（総会の議決）                               

第１９条  

１．この連盟の総会における議事は、この会則に別に定めがある場合を除くほか、出席する正会員の過半数

をもって決定し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。   

２．総会において、正会員は、１票の議決権を行使することができる。                     

                                             

 

 

 



（理事会）                                   

第２０条  

１．この連盟の理事会は、会長、副会長、監事、理事長、専務理事、及び理事をもって構成し、会長が必要

に応じて召集する。                

２．理事会の決議は、この会則に定めがある場合を除くほか、出席理事の過半数をもって決し、可否同数の

ときは、議長の決するところによる。                                   

３．理事会は、理事現在数の３分の２以上の出席をもって成立する。ただし、当該議事につき書面をもって、

あらかじめ意思表示があったものは出席者と見なす。                   

４．簡易な事項、または、急を要する事項については、書面により可否を求め、理事会の決議に代えること

ができる。その場合、全理事の過半数をもって議決する。                 

 

（役員会）                                   

第２１条 この連盟の役員会は、会長、副会長、監事、理事長、専務理事及びをもって構成し、会長が必要

に応じて召集することができる。                             

                                             

（議事録）                                   

第２３条  

１．すべての会議では、議事録を作成し、選任された出席資格者２名以上が署名押印の上、会議関係者に発

送すると共に、事務局においてこれを保管する。                     

２．議事録には、次の事項を記載する。         

（１） 会議の日時及び場所                   

（２） 出席資格者の現在数                   

（３） 出席者数及び氏名（書面表決者及び表決の委任者を含む）                     

（４） 議決事項                             

（５） 議事の経過の概要及び結果             

（６） 議事録署名人の選任に関する事項       

 

                                             

第 ６ 章  委員会及び専門部 

                                             

（委員会及び専門部）                         

第２４条  

１．この連盟は、事業推進のため、各種の委員会及び専門部を置くことができる。     

２．委員会委員及び専門部部員、並びに委員長及び部長は、会長が理事会に諮ってこれを委嘱する。                                   

３．委員会及び専門部の運用については、会長が理事会に諮って決定する。                 

                                             

 

第 ７ 章  表   彰 

                                             

（表彰）                                     

第２５条 この連盟の表彰は、会長が理事会に諮って決定する。これに係る細則は理事会に諮って別に定め

る。                         

                                            

第 ８ 章  資産及び会計 

                                             

（資産の範囲）                               

第２６条 この連盟の資産は、次のとおりとする。                                       

（１） 会費及び入会金                       

（２） 北海道、道スポ協、日馬連及びその他各種団体等からの助成金または補助金       

（３） この連盟の所有する資産から生ずる果実                                     

（４） 賛助会員、名誉会員及び有志者から寄付された金品                           

（５） この連盟設立当初から継承した資産及び別に定める基金                       

（６） その他の収入                         



（資産の管理）                               

第２７条 

１．この連盟の資産は、理事長が管理し、その方法は、理事会の決議により定める。     

２．資産のうち、現金は確実な金融機関に預け入れ、保管しなければならない。             

 

（会計の区分）                               

第２８条 この連盟は、次に掲げる会計ごとに明確に区分して経理するものとする。         

（１） 一般会計                             

（２） 国スポ人馬派遣特別会計                 

（３） 基金会計                             

    ア  北海道乗馬連盟運営基金               

    イ  北海道乗馬連盟乗馬振興基金           

    ウ 北海道乗馬連盟国スポ派遣基金 

                                             

（基金）                                     

第２９条  

１．この連盟は、特別の事業推進のため、その財源を基金として積み立てることができる。                                       

２．この基金の積み立て及び運用等に関する細則は、会長が理事会に諮って別に定める。     

                                             

（物品等の貸与）                             

第３０条 この連盟は、その所有する物品等を、この連盟に所属する会員に貸与することができる。この細

則は、会長が理事会に諮って別に定める。                                 

                                             

（会計年度）                                 

第３１条 この連盟の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。       

                                             

（監査）                                     

第３２条 この連盟の会長は、毎事業年度終了後、次の各号に掲げる書類を作成し、総会開催前 に監事に

提出して、その監査を受けなければならない。                             

（１） 事業報告書                           

（２） 収支決算書                           

（３） 経理簿及び経費明細書                 

（４） 出金伝票及び入金伝票                 

（５） 預金通帳類                           

（６） 備品台帳その他求められた書類等       

 

                                             

第 ９ 章  補   則 

 

（慶弔見舞） 

第３３条 この連盟の慶弔見舞金 

 

第 １０ 章  補   則 

                                             

（施行細則）                                 

第３３条  

１．この連盟の会則の施行についての細則は、理事会の議決を経て、別に定める。     

２．別に定める細則は次のとおり。             

（１） 北海道乗馬連盟会則施行規程           

（２） 北海道乗馬連盟理事会規程             

（３） 北海道乗馬連盟審判部規程             

（４） 北海道乗馬連盟競技部規程             

（５） 北海道乗馬連盟強化部規程        



（６） 北海道乗馬連盟国体馬術競技参加人馬選考委員会規程                   

（７） 北海道乗馬連盟物品等貸与規程         

（８） 北海道乗馬連盟事務処理規程           

（９） 北海道乗馬連盟旅費及び手当支給規程   

（10） 北海道乗馬連盟表彰規程               

（11）  北海道乗馬連盟基金運用規程           

（12）  北海道乗馬連盟事業本部規程           

 

                                             

                                             

附則１ 昭和２９（１９５４）年５月１５日の設立総会において、北海道乗馬連盟規約として制定する。                       

                                             

附則２ この連盟の規約は、昭和５１年４月１日に改定し、名称を北海道乗馬連盟会則に変更して、施行す

る。                 

                                             

附則３ この会則は、昭和５７年４月４日に全面改正し、この日より施行する。         

                                             

附則４ この会則は、平成１２年４月２３日に一部改正し、この日より施行する。       

 

附則５ この会則は、平成１４年４月２１日に一部改正し、この日より施行する。 

 

附則６ この会則は、令和 ５年４月２３日に一部改正し、この日より施行する。 

 


